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労
働
災
害
の
な
い
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
働
く
人

誰
も
の
願
い
で
あ
る
。 

我
が
国
の
労
働
災
害
は
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
長
期
的
に
は
減
少
し
て
き
た

が
、
平
成
二
十
二
年
以
降
は
増
減
を
繰
り
返
す
状
況
に
あ
り
、
特
に
昨
年
は
上
半
期

に
前
年
同
期
を
大
幅
に
上
回
る
緊
急
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
厚
生
労
働
省
よ
り

緊
急
要
請
が
出
さ
れ
産
業
界
も
こ
れ
に
対
応
し
、
下
半
期
に
お
い
て
は
減
少
し
た
が
、

年
間
と
し
て
は
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。 

本
年
は
、
昨
年
同
月
と
の
比
較
で
は
減
少
が
継
続
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
減
少

割
合
は
月
を
追
う
ご
と
に
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
二
年
連
続
の
増
加

と
い
う
危
機
的
な
状
況
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
状
況
に
加
え
、
労
働
人
口
の
高
齢
化
、
急
速
な
世
代
交
代
の
進
行
に
よ

る
現
場
力
の
低
下
、
若
年
層
の
危
険
認
識
の
希
薄
化
、
雇
用
形
態
の
多
様
化
な
ど
、

構
造
的
な
変
化
が
進
む
中
、
安
全
衛
生
を
め
ぐ
る
多
様
な
課
題
に
総
合
的
に
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
第
十
二
次
労
働
災
害
防
止
計
画
の
重
点
対
象
で
あ
る
、
第
三

次
産
業
や
中
小
規
模
事
業
場
等
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
労
働
者
の
健
康
を
巡
る
状
況
を
見
る
と
、
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
や
過
重
労
働
、
化
学
物
質
を
原
因
と
す
る
健
康
障
害
な
ど
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
改
正
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
や
化
学

物
質
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
効
果
的
な
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
経
営
ト
ッ
プ
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
、
安
全
と
健
康
を
守
る
現
場
力
の
強
化
を
柱
と
し
て
、
自
主
的
な
労
働
災
害
防

止
活
動
の
充
実
、
強
化
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

本
大
会
を
契
機
に
、
労
働
災
害
の
減
少
傾
向
を
加
速
し
、
労
働
災
害
に
よ
る
犠
牲

者
を
こ
れ
以
上
出
さ
な
い
と
い
う
決
意
を
新
た
に
し
、
す
べ
て
の
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
、
労
働
災
害
防
止
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
う
。 

 

右
、
宣
言
す
る
。 

 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
八
日 
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